
挨拶は相手に近付き，心を開くこと

校 長 田 邊 裕 一

９月に入りましたが，まだまだ暑い日が続きます。暑いと挨拶の声もつい小さく

なりがちです。

「挨拶」という言葉の意味を調べると，「挨」…心を開く，「拶」…相手に近付く

という意味があるようです。人間関係を築くには，相手に心を開き，自分から相手

に近付いていく必要があります。その第一歩が挨拶と言えましょう。

実際，挨拶をしっかりした上で心を開いて相手に近付いていくと人間関係は円滑

に進みます。また，たくさんの友人を作ることができるようになります。

一小では，今年度も挨拶の充実に努めています。元気な挨拶よりも，「さわやか

な挨拶」を目指します。大きな声で元気な挨拶もいいのですが，挨拶はコミニュケ

ーションの一つと考えると，相手の気持ちを意識することが大切です。相手が「な

んだか気持ちいいなあ」とか「気分がさわやかになったなあ」と感じることが大切

だと思います。一小の子どもたちは，より質の高い挨拶ができると思いますし，そ

れを期待します。

数年前に，次のような記事を目にしました。芸能人として活躍している萩本欽一

さんの修業時代の話です。萩本さんが，ある劇場で修行しているとき，演出家から

「芸人としての才能がないから辞めさせよう」という話が出たそうです。しかし，

「彼の挨拶は快い。また，これほどいい返事をする若者はいない。だから，置いて

やってくれ」と萩本さんを擁護する声が上が

りました。そして，無事，首がつながったと

いう事です。

私はさわやかな挨拶ができると，その人の

良さが一層引き立つと思うのです。そして，『挨

拶』はたった一言ながら，その人の人生を変

えてしまう力がある。そんな感じがするので

す。

ご家庭でも，地域でも，学校でもさわやか

な挨拶が交わせるといいなあと思います。
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～「ことばの教室」の紹介～
ことばの教室 担当 小林 正哉

当校には「ことばの教室」「きこえの教室」「まなびの教室」の３つの通級指導教

室が設置されており，秋葉区内（きこえの教室は南区・江南区も含む）の学校から，

それぞれ決まった時間に子どもたちが通って来ています。その中から，今回は「こ

とばの教室」について紹介させていただきます。

日本語の正しい発音は，一般的には，小学校低学年までには身に付くと言われて

います。しかし，中には，幼児期に誤った発音の仕方を覚えてしまい，そのまま学

齢期になっても継続してしまう場合があります。発音の誤りの中には，自然によく

なっていくタイプもありますが，発音の仕方を改めて練習し直さないと改善しにく

いタイプもあります。早期に発音の誤りに気付いて練習を開始すれば，ほとんどは

小学校のうちに改善していきます。また，発音だけではなく，「言いたいことをう

まく言葉にできない」ということがあったり，「話すリズムをうまく調整できない」

という場合もあったりします。それらの改善に向けて個別的な支援を行うのが「こ

とばの教室」です。

通級指導教室は，正式には教育委員会を通しての入級に

なりますが，お子さんのことで心配事がありましたら，ご

相談は随時お受けしています。学級担任を通じて気軽にお

声掛けください。

【お知らせ】

新しい職員の紹介

先日，新津第一小学校に新しく学習指導員として，箱岩 輝 先生が着

任しました。これまで同様，職員一同，子どもたちの活動が充実したものになる

よう力を合わせて支援していきます。どうぞよろしくお願いいたします。

ブログ更新中！！
新津第一小学校のホームページでは，トップ画

面において，ブログ形式で子どもたちの学校生活

の様子をお伝えしています。学校評価アンケート

を受け，今年度は担当者を決めて記事の更新に努

めています。ぜひご覧ください。


